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改革改善
の考え方

①問題
点

指定管理者制度の運用を検討する中で、建造物としては170年余、三連蔵として開設から10数年経過しているため、
老朽化による大規模修繕への対応が課題である。

②改革
提案

大規模改修ついて集中的な対策を検討する。また、民営化の検討を図る。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

設備等の修繕については迅速に対応し、快適な環境の維持に努めている。また、引き続き指定管理者制度の運用に向けて
検討を進めている。

総事業費①+② 996 1,067 1,003 1,060

120 120

臨時職員所要時間

一般財源 567 1,067 574 1,060

人件費計（千円）② 429 429

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 567 1,067 574 1,060

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　りんご並木三連蔵トイレ清掃委託
２　りんご並木三連蔵修繕

１　業務契約数
２　修繕件数

１　　　　　　1件数
２　　　　　　3件数

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

　りんご並木三連蔵を飯田のシンボルであるりんご並木にふさわしい、快適な施設として維持する。
　参考：施設共用開始　平成12年４月１日

成果
指標

来街者数（交通量調査による）（りんご並木でカウント） 1400 1486 1450 1500

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

まちなかの６スポットの１日あたりの延べ歩行者数

設置したトイレの数 1

意図（どういう状態
にするか）

快適な環境に維持される
目
的

対象（誰・何を） りんご並木三連蔵

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 84 活気ある街づくりの推進
基本計画上
の位置づけ

政策 8 山・里・街の魅力を高め、交流と連携によるグローバルなまちづくり

H27担当課等名 商業・市街地活性課 H27係等名 中心市街地活性化係 H26係等名 中心市街地活性化係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 12 終了
事務事業名 りんご並木三連蔵管理事業

会計 一般会計
28 7

事業種別 経常

8 施策№ 84 事業№


